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４
.応

急
対

策
の

基
本

方
針

４
.３

緊
急

応
急

対
策

•
現

地
踏

査
の

結
果

よ
り

、
勾

配
が

３
０

度
程

度
の

流
盤

構
造

を
す

べ
り

面
と

し
た

、
末

端
崩

壊
の

拡
大

に
よ

り
大

規
模

な
崩

壊
が

発
生

し
た

も
の

と
想

定
さ

れ
る

。

•
さ

ら
に

、
そ

の
周

辺
の

地
す

べ
り

地
形

が
不

安
定

化
し

て
い

る
懸

念
が

あ
る

事
か

ら
、

地
す

べ
り

の
安

全
性

向
上

及
び

崩
壊

対
策

を
実

施
し

、
観

測
計

器
・
目

視
に

よ
る

監
視

体
制

を
構

築
し

緊
急

車
両

等
の

通
行

確
保

を
目

指
す

方
針

で
あ

る
。

①
推

定
さ

れ
る

岩
盤

地
す

べ
り

に
対

し
て

は
、

末
端

部
を

補
強

し
安

全
率

５
％

程
度

の
上

昇
を

目
指

す
鉄

筋
挿

入
工

を
計

画
す

る
②

層
厚
1m

程
度

の
表

層
崩

壊
，

及
び

落
石

に
対

し
て

は
，

待
ち

受
け

型
の

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

吸
収

柵
を

計
画

す
る

。

上
記

、
斜

面
の

緊
急

応
急

対
策

が
完

成
後

、
仮

橋
完

成
ま

で
の

暫
定

期
間

は
観

測
計

器
及

び
監

視
員

に
よ

る
巡

視
・
計

測
に

よ
る

監
視

を
行

い
、

安
全

性
を

確
認

後
、

昼
間
(

日
の

出
～

日
の

入
り
)の

み
緊

急
車

等
の

通
行

を
確

保
。
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